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We

build
strong

kids,strong
families,

strong
communities.

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
、家

族
の

強
い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社

会
を
築
き
ま

す
。

( 1 )

私
が
山
中
湖
畔

に
立
っ
た
最
初

は
１
９
４
７
年

８
月
で
あ
る
。

早
朝
、
富
士
の

肌
は
赤
く
染
ま

っ
た
。
湖
上
の

逆
さ
富
士
も
見

た
。
こ
こ
は
神

の
国
か
、
と
思
っ
た
。
戦
後
再

開
さ
れ
た
ば
か
り
の
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
会
員
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

た
第
一
印
象
で
あ
る
▼
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
周
囲
一
面
は
、
焼
け

野
原
に
バ
ラ
ッ
ク
が
散
在
し
た

頃
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
を
終
え

て
帰
京
す
る
キ
ャ
ン
パ
ー
に
デ

イ
レ
ク
タ
ー
は
聖
句
を
贈
る
の

が
常
で
あ
っ
た
。
「
汝
ら
生
命

の
言
を
保
ち
て
、
世
の
光
の
ご

と
く
此
世
に
輝
く
」
。
新
約
聖

書
ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
２
章
15

節
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
夏
の

楽
し
く
甲
斐
甲
斐
し
く
振
舞
っ

た
キ
ャ
ン
プ
生
活
で
、
新
た
な

生
き
方
を
学
ん
だ
。
仕
事
を
変

え
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
職
員
と
な
る
契

機
を
得
た
▼
当
時
、
キ
ャ
ン
プ

は
国
鉄
中
央
本
線
で
行
っ
た
。

大
月
駅
で
乗
換
え
、
富
士
吉
田

駅
（
現
・
富
士
山
駅
）
下
車
。

ガ
タ
ゴ
ト
バ
ス
で
50
分
。
終
点

旭
日
丘
か
ら
歩
い
た
▼
こ
の
地

を
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
用
い
る
直
前
１

９
２
３
年
４
月
に
下
検
分
が
行

わ
れ
た
。
小
林
彌
太
郎
ほ
か
３

名
。
御
殿
場
線
駿
河
小
山
駅
を

下
車
、
三
国
峠
を
越
え
キ
ャ
ン

プ
地
ま
で
５
時
間
歩
い
た
と
三

隅
達
郎
は
著
書
『
キ
ャ
ン
プ
に

生
き
る
』
に
書
い
た
。
こ
れ
が

当
時
の
最
短
コ
ー
ス
だ
っ
た
と

い
う
。
参
加
者
募
集
案
内
に
は

「
御
殿
場
駅
か
ら
自
動
車
40

分
。
篭
坂
峠
を
越
え
て
湖
畔
を

半
周
し
て
キ
ャ
ン
プ
地
へ
」
と

書
か
れ
て
い
る
▼
青
成
部
・
少

年
部
が
今
も
在
っ
た
ら
、「
山

中
キ
ャ
ン
プ
90
周
年
記
念
峠
越

え
参
加
者
募
集
」
が
企
画
さ
れ

た
に
違
い
な
い
。（
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
元
副
総
主
事

齊
藤

實
）
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東京ＹＭＣＡの使命
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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赤 三角

１
０
０
年
に
向
け
施
設
整
備
ス
タ
ー
ト

改
選

新
体
制
へ

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
今
年
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

山
中
湖
セ
ン
タ
ー
は
開
設
90
年

を
迎
え
た
。
富
士
山
が
裾
野
ま

で
見
渡
せ
る
絶
景
の
キ
ャ
ン
プ

場
で
あ
る
。
澄
み
わ
た
る
山
中

湖
に
は
逆
さ
富
士
。
早
朝
に
は

暁
に
染
ま
る
紅
富
士
。
90
年
の

間
、
多
く
の
人
が
こ
こ
で
か
け

が
え
の
な
い
時
を
過
ご
し
、
育

っ
て
き
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
１
９
２

３
（
大
正
12
）
年
に
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
目
指
す
、
精
神
、
知
性
、

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

「
全
人
教
育
」
を
展
開
す
る
生

活
の
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
前
年
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

同
盟
が
、
少
年
事
業
の
一
つ
と

し
て
初
め
て
「
全
国
中
等
学
生

キ
ャ
ン
プ
」
を
日
光
で
開
催
し

た
。
こ
れ
は
、
北
米
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

か
ら
来
日
し
て
い
た
協
力
主
事

Ｇ
・
パ
タ
ソ
ン
や
、
彼
と
共
に

少
年
事
業
の
研
究
を
し
て
い
た

鈴
木
榮
吉
主
事
や
委
員
に
よ
る

実
験
的
な
試
み
だ
っ
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
の
報
告
会
に

出
席
し
て
い
た
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

少
年
事
業
委
員
の
小
林
彌
太
郎

（
写
真
）
は
、
翌
１
９
２
３
年

春
、
「
中
学
生
の
た
め
に
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
用
い
た
い
」

と
、
山
中
湖
畔
に
６
０
０
０
坪

余
の
土
地
を
購
入
し
た
。
こ
れ

が
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
の
始
ま
り

で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
に
テ
ン
ト

小
舎（
写
真
）
と
小
屋
を
建
て
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
購
入
し
て

桟
橋
を
作
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
弓
道
の
矢
場
も
設
置
。
日
本

初
の
常
設
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て

整
え
た
後
、
そ
れ
を
す
べ
て
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
寄
付
し
た
。

そ
の
後
も
彼
ら
は
研
究
を
重

ね
、
キ
ャ
ン
プ
を
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
「
全
人
教
育
」
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
活
動
と
し
て
確
立
し

て
い
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ー
層
は
徐
々
に
広

が
り
、
31
～
33
年
に
は
、
大
食

堂
兼
集
会
棟
と
10
棟
の
キ
ャ
ビ

ン
が
建
て
ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
充
実
し
て
い
っ
た
。
31
年
に

２
０
１
１
年
４
月
１
日
に
公

益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
、
新
し
い
理
事
会
と
評
議
員

会
の
も
と
公
益
財
団
法
人
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
出
発
し
た
。

理
事
・
監
事
任
期
は
２
年
、
評

議
員
任
期
は
４
年
と
な
り
、
こ

の
２
０
１
３
年
５
月
30
日
開
催

の
定
時
評
議
員
会
に
て
理
事
・

監
事
任
期
満
了
と
な
り
、
新
た

な
改
選
が
行
わ
れ
た
。
新
理
事

・
監
事
は
以
下
の
と
お
り
と
な

っ
た
。

【
理
事
】

＊
代
表
理
事

廣
田

光
司

＊
理
事

飯

靖
子

河
本

晶
介

中
井

博
雅

古
田

和
彦

＊
業
務
執
行
理
事

堀
口

廣
司

本
田

真
也

【
監
事
】

寺
門

文
雄

本
行

輝
雄

な
お
、
長
年
に
わ
た
り
ご
指

導
い
た
だ
い
た
茅
野
徹
郎
氏
、

郡
山
千
里
氏
は
退
任
と
な
っ

た
。
茅
野
氏
は
、
公
益
財
団
法

人
取
得
に
向
け
て
牽
引
の
役
割

を
果
た
さ
れ
、
郡
山
氏
は
広
報

等
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
ご
奉

仕
に
深
謝
す
る
。

評
議
員
は
任
期
途
中
で
あ
る

が
、
飯

忍
氏
の
逝
去
、
井
上

史
郎
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
学
校

法
人
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
学
院
長
の

湯
浅
慶
氏
が
同
日
の
評
議
員
会

に
て
新
評
議
員
に
選
任
さ
れ

た
。
評
議
員
は
以
下
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

＊
会
長

勝
田

正
佳

＊
副
会
長

笈
川

光
郎

田
中

壽
夫

＊
評
議
員

阿
久
戸
光
晴

上
田

晶
平

上
原

靖
弘

尾
崎
久
美
子

小
原

武
夫

久
保
田
貞
視

栗
田

茂

中
内
俊
一
郎

松
岡

信
之

松
下

欽
三

宮
内

友
弥

桃
井

明
男

山
崎
美
貴
子

山
本

和

湯
浅

慶

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
達
成

を
会
員
共
々
推
進
し
て
い
く
公

益
財
団
法
人
と
し
て
さ
ら
に
歩

み
を
進
め
た
い
。

（
本
部
事
務
局
長

本
田

真

也
）

は
、
今
日
ま
で
続
く
「
家
族
キ

ャ
ン
プ
」
が
始
ま
っ
た
。

◇

◇

◇

戦
争
中
は
、
カ
タ
カ
ナ
が
追

放
さ
れ
て
「
山
中
湖
山
荘
」
と

な
る
。
キ
ャ
ン
プ
は
「
錬
成

会
」
な
ど
と
名
称
を
変
え
な
が

ら
も
継
続
さ
れ
た
。
し
か
し
41

年
に
は
ほ
と
ん
ど
の
キ
ャ
ン
プ

が
国
策
に
よ
り
中
止
さ
れ
、
45

年
に
は
陸
軍
通
信
隊
が
こ
の
キ

ャ
ン
プ
場
に
駐
屯
し
た
。

戦
後
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
農
地
法

を
発
令
し
、
〝
現
に
耕
作
し
て

い
る
者
に
土
地
を
与
え
る
〟
と

し
た
た
め
、
キ
ャ
ン
プ
地
内
で

村
人
が
耕
作
を
始
め
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
の

所
有
権
を
失
い
か
け
る
事
態
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
山
中
キ
ャ
ン

プ
村
長
を
務
め
て
い
た
職
員
の

原
直
治
郎
は
、
妻
と
１
歳
の
子

を
連
れ
て
キ
ャ
ン
プ
場
に
移
り

住
み
、
地
元
の
行
政
当
局
を
相

手
に
５
年
に
わ
た
る
交
渉
を
重

ね
た
。
冬
は
マ
イ
ナ
ス
20
数

度
。
布
団
の
周
り
が
霜
だ
ら
け

だ
っ
た
と
い
う
キ
ャ
ン
プ
場
の

キ
ャ
ビ
ン
に
住
み
、
こ
の
地
を

守
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
復
興
期
に
は
、
会
員

活
動
が
盛
ん
に
な
る
と
共
に
山

中
キ
ャ
ン
プ
も
発
展
し
、
多
く

の
活
動
が
生
み
出
さ
れ
た
。

特
に
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

平
坦
な
地
形
に
恵
ま
れ
て
い
る

た
め
、
他
に
先
駆
け
て
、
障
が

い
者
や
幼
児
の
キ
ャ
ン
プ
が
始

め
ら
れ
た
。
「
手
足
の
不
自
由

な
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
プ
」
は
今

年
で
開
催
57
年
目
に
な
る
。
障

が
い
児
と
健
常
児
と
の
統
合
キ

ャ
ン
プ
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ

ャ
ン
プ
」
は
こ
の
地
で
生
ま
れ

て
37
年
を
迎
え
る
。
70
年
代
か

ら
は
幼
児
の
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま

っ
た
。
障
が
い
者
に
優
し
い
施

設
は
、
誰
に
と
っ
て
も
過
ご
し

や
す
い
。

１
９
８
０
年
に
は
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
０
０
年
を
記
念

し
て
現
在
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
が

建
て
ら
れ
た
。
95
年
に
は
キ
ャ

ビ
ン
を
改
築
、
２
０
０
７
年
に

は
大
浴
場
が
建
設
さ
れ
る
。
す

べ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
車
椅

子
の
ま
ま
カ
ヌ
ー
に
乗
れ
る
な

ど
、
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
多
く
の
募
金
と
知
恵
と

で
つ
く
ら
れ
た
。
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
。

◇

◇

◇

山
中
湖
セ
ン
タ
ー
は
、
人
を

育
て
、
福
祉
に
寄
与
す
る
と
い

う
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
を
実
現
す

る
場
と
し
て
形
作
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
歴
史
は
、
青
少
年
を

育
て
よ
う
と
す
る
多
く
の
熱
意

あ
る
人
の
歴
史
で
も
あ
る
。

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、

こ
の
施
設
を
発
展
・
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
今
、
期
待
さ
れ
て

い
る
。

（
広
報
室
）

（
＝
２
面
へ
続
く
）

〈
注
〉
『
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
中
キ

ャ
ン
プ
の
75
年
』
（
齊
藤
實
著
、

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
合
研
究
機
構
紀

要
6
）
他
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

＜小林彌太郎＞

1888～1969年

日本橋の裕福な砂糖商の長

男として生まれる。20歳か

ら2度アメリカに留学し、

哲学者で教育学者のジョン

・デューイに師事。帰国後

は山中湖だけでなく、野尻

キャンプ場も東京ＹＭＣＡ

に寄付されたほか、教会や

愛隣団、玉川学園、成城学

園などで数々の社会奉仕活

動を行った。50歳からは、

信仰上の転機によりひたす

らに教会に奉仕した。

教
育
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
の
歴
史

山中湖センターが、これからも東京ＹＭＣＡの
使命を担い、多くのキャンパーや指導者・ボラン
ティアを育てる施設であり続けるために、この度
大規模な施設整備を行います。皆様のご支援を心
よりお願いします。

山中湖センター90周年記念施設整備募金

委員長 山本 和

公益財団法人東京ＹＭＣＡ

代表理事・総主事 廣田 光司

【施設整備工事内容】

●キャビン床張替 ●テラスタイルの張替
●メインホール・宿泊棟・本館の屋根葺き替え
●メインホール・宿泊棟・本館の外壁防水塗装

【募金期間】2013年6月1日～12月末日

【募金目標額】2,250万円

【募金方法】

三菱東京ＵＦＪ神保町支店 普通 1376555
公益財団法人東京ＹＭＣＡ

郵便振替 口座番号 00110－2－64598
東京ＹＭＣＡ山中湖センター施設整備募金

【お問合せ】

90周年記念施設整備募金事務局
（会員事務局／ＦＤ室）

tel.03-3615-5568 fax.03-3615-5578
メール：kaiin@tokyo.ymca.or.jp

【山中湖センター90周年記念施設整備募金委員会】

委員長：山本 和

副委員長：高橋 伸

委 員：茅野徹郎、飯 靖子、上田晶平

菰渕光彦、原 博直、佐伯 紘

上原奈奈、喜多隆正、小山久恵

淺羽俊一郎

施設整備募金のお願い

山中湖センター90周年記念

人を育てる施設として

開設当初のテントキャンプ

山
中
湖
セ
ン
タ
ー
の
桟
橋
か
ら
見
る
富
士
山

誰
に
も
優
し
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設

理
事
・
監
事
・
評
議
員
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原 博直さんし
て
か
ら
学
校
に
行
く
。
春
に

な
る
と
こ
ぶ
し
の
花
が
咲
き
、

雪
が
消
え
て
長
靴
を
は
か
な
く

て
す
む
こ
と
が
な
ぜ
か
無
性
に

う
れ
し
か
っ
た
。

６
月
に
な
る
と
父
親
が
夏
の

キ
ャ
ン
プ
の
準
備
で
山
中
湖
に

帰
っ
て
く
る
。
ボ
ー
ト
に
細
い

麻
紐
を
詰
め
て
パ
テ
を
塗
り
ペ

ン
キ
を
塗
り
な
お
し
て
水
漏
れ

対
策
完
了
。
夏
に
な
る
と
多
く

の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
来
る
。
そ
ん

家
族
キ
ャ
ン
プ
と
山
中
の
想
い
出

私
は
生
ま
れ
て
直
ぐ
に
父
直

治
郎
が
管
理
人
を
や
っ
て
い
た

山
中
湖
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
生
活

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
は

戦
後
の
食
糧
難
、
我
が
家
で
は

ヤ
ギ
を
飼
っ
て
い
て
私
は
そ
の

乳
を
飲
ん
で
育
っ
た
。
独
特
の

臭
い
が
あ
り
決
し
て
旨
い
物
で

は
な
か
っ
た
が
他
に
食
べ
物
も

無
い
の
で
良
く
そ
れ
を
飲
ん

だ
。
そ
の
お
か
げ
で
小
学
校
入

学
時
に
は
学
年
で
一
番
後
ろ
。

体
が
大
き
か
っ
た
の
で
よ
そ
者

で
は
あ
っ
た
が
い
じ
め
ら
れ
る

事
も
な
か
っ
た
。

山
中
湖
の
生
活
は
冬
が
一
番

大
変
。
一
晩
に
雪
が
30
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
積
も
る
事
は
良
く
あ
り

母
子
３
人
で
今
の
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
付
近
に
あ
っ
た
管
理
人
住
宅

か
ら
表
の
道
路
ま
で
雪
か
き
を

山中家族キャンプ
委員長。原直治郎
氏の次男。10歳ま
で山中湖で暮らし
た。

初
め
て
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
と

出
会
っ
た
の
は
、
障
が
い
児
キ

ャ
ン
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
訪
れ
た
時
だ
っ
た
。
代
々
の

キ
ャ
ン
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら

学
ん
だ
、
キ
ャ
ン
プ
論
、
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
、
福
祉
と
は
、
そ
し
て
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
野
外
調

理
。
そ
れ
は
青
春
の
ま
っ
た
だ

中
に
あ
る
私
に
新
鮮
で
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
の
機
会
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
に
と

っ
て
も
成
長
の
機
会
で
あ
っ
た

こ
と
に
今
気
づ
く
。
キ
ャ
ビ
ン

と
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
。
3
人
の
キ

ャ
ン
パ
ー
が
入
る
の
が
や
っ
と

の
小
さ
な
お
風
呂
、
生
い
茂
る

木
々
と
グ
ラ
ン
ド
の
緑
。
こ
こ

か
ら
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
障

が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
巣
立
っ
て
い
っ

た
。時

代
は
変
わ
り
山
中
キ
ャ
ン

内山 雅博さん

手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
の
キ
ャ
ン
プ

手足の不自由な子ども
のキャンプ スタッフ

プ
も
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
れ

は
、
障
が
い
を
持
つ
者
に
と
っ

て
の
過
ご
し
や
す
い
施
設
と
環

境
は
、
障
が
い
を
待
た
な
い
私

た
ち
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る

こ
と
の
証
明
で
も
あ
っ
た
。
キ

ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
、
い
つ
も
誰

で
も
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る
。

時
代
は
変
わ
っ
て
も
キ
ャ
ン
プ

の
理
念
は
変
わ
る
こ
と
が
な

い
。
あ
れ
か
ら
40
数
年
、
障
が

い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
学
生
た
ち
は
今
ど

う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
こ
と
が
今
私
た
ち
に
問
わ
れ

て
い
る
。

開
催
57
年
、
多
数
の
障
が
い
児
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
る

な
中
で
家
族
キ
ャ
ン
プ
が
と
て

も
楽
し
み
だ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
も
い
っ
ぱ
い
い
て
一
緒
に
遊

ん
で
も
ら
っ
た
。
東
京
に
住
む

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
キ
ャ
ン

パ
ー
と
し
て
毎
年
参
加
し
て
い

た
。
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
は

し
ば
ら
く
キ
ャ
ン
プ
を
お
休
み

し
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
結
婚

し
て
下
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

か
ら
、
子
ど
も
に
私
が
育
っ
た

環
境
を
見
せ
た
く
て
キ
ャ
ン
プ

に
復
帰
し
た
。

そ
の
山
中
家
族
キ
ャ
ン
プ
も

今
年
で
82
回
を
迎
え
る
。
こ
の

家
族
キ
ャ
ン
プ
は
参
加
し
た
キ

ャ
ン
パ
ー
を
大
き
な
一
つ
の
家

族
と
考
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

っ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
率
の

高
い
こ
と
が
特
徴
。
是
非
一
度

ご
参
加
を
。

「
野
尻
音
楽
村
」
の
中
で
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
14
年
の
中
断
後
、
１
９
８
４

年
山
中
湖
に
場
所
を
移
し
て
フ
ァ
ミ
リ

ー
キ
ャ
ン
プ
と
な
り
、
「
野
尻
の
森
」

を
「
山
中
の
湖
畔
」
に
歌
詞
を
変
え
、

歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

静
け
き
ま
ほ
ろ
ば

山
中
の
湖
畔
に

今
集
い
し
我
ら
若
者

燃
や
す
若
い
光
を

歌
う
心
の
歌
を

【
１
９
６
６
年

作
詞
:
殖
栗
信
夫

作
曲
:
小
室
等

他
】

こ
の
歌
は
今
年
の
11
月
に
30
回
を
迎

え
る
「
山
中
湖
音
楽
村
」
の
「
村
歌
」

で
す
。
70
を
過
ぎ
た
私
に
は
「
我
ら
若

者
」
の
歌
詞
は
少
々
抵
抗
を
感
じ
ま
す

が
、
こ
の
村
歌
は
１
９
６
６
年
か
ら
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
少
年
部
Ｏ
Ｂ
と
多
摩
美
術

大
学
の
フ
ォ
ー
ク
と
カ
ン
ト
リ
ー
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
５
年
間
開
催
さ
れ
た

音
楽
村
で
は
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

コ
ン
サ
ー
ト
の
時
間
以
外
に
も
、
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
楽
器
の

音
や
歌
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
多
く
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
集
ま
り
、
音
楽
が
得
意
な

人
も
そ
う
で
な
い
人
も
溶
け
込
み
ま

す
。
こ
う
し
た
音
楽
を
通
じ
た
交
流
を

支
え
て
い
る
の
は
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
す
。
何
と
い
っ
て
も
世
界
遺
産

の
富
士
と
湖
、
そ
れ
に
森
に
囲
ま
れ
た

場
所
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
都
内
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
絶
対
に
味
わ
え
な
い

も
の
で
す
。
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
は
古
稀

を
過
ぎ
た
老
人
を
い
つ
で
も
直
ぐ
少
年

に
戻
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
場
所
、

「
ま
ほ
ろ
ば
」
な
の
で
す
。

「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン

プ
」
は
、
小
学
3
年
生
～
高
校

3
年
生
の
、
手
足
の
不
自
由
な

子
ど
も
た
ち
と
、
健
常
の
子
ど

も
た
ち
が
共
に
5
日
間
を
過
ご

し
、
友
情
を
育
む
統
合
キ
ャ
ン

プ
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
の
90
年

の
歴
史
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、

今
年
で
37
年
目
を
迎
え
る
「
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
」
の

歩
み
も
、
山
中
の
キ
ャ
ン
プ
場

と
共
に
あ
り
ま
す
。
当
初
は
、

メ
モ
リ
ア
ル
キ
ャ
ビ
ン
と
し
て

残
っ
て
い
る
小
屋
に
、
車
椅
子

の
子
も
寝
泊
り
し
て
い
ま
し

た
。
段
差
が
大
き
く
、
道
も
凸

凹
で
、
介
助
は
リ
ー
ダ
ー
の
体

力
勝
負
で
し
た
。

一
方
変
わ
ら
な
い
の
は
、
大

き
な
木
の
下
の
広
場
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
の
姿
。
障
が
い
児
と

健
常
児
が
、
ど
ち
ら
も
楽
し
め

る
よ
う
に
ル
ー
ル
を
工
夫
し

て
、
夢
中
で
遊
ぶ
う
ち
に
自
然

と
仲
良
く
な
る
。
違
い
を
認
め

思
い
や
る
、
そ
ん
な
原
体
験
が

山
中
の
風
景
と
と
も
に
参
加
者

の
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
山
中
と
言
っ
て
み

ん
な
が
思
い
出
す
の
は
キ
ャ
ン

プ
ソ
ン
グ
。
食
堂
に
響
く
大
合

唱
は
、
様
々
な
人
が
共
に
い
る

こ
と
の
喜
び
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ン
で
も
湖
畔

で
も
野
外
調
理
で
も
、
い
つ
も

ど
こ
か
か
ら
歌
声
が
聞
こ
え
て

く
る
の
も
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

キ
ャ
ン
プ
の
素
晴
ら
し
い
伝
統

で
す
。

鹿島 進さん

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ

ＮＰＯ法人フレンドシ
ップキャンプ理事

手
足
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
と

健
常
の
子
ど
も
た
ち
の
統
合
キ
ャ
ン
プ

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
英
語
専
門
学
校

は
古
く
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

一
つ
と
し
て
学
校
独
自
の
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
、
学
生
の
参
加
を
奨

励
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
約
56
年

前
、
初
め
て
山
中
湖
を
訪
れ
ま
し

た
。
鬱
蒼
と
繁
っ
た
樹
木
に
囲
ま

れ
、
広
大
な
芝
生
の
グ
ラ
ン
ド
に

囲
ま
れ
た
中
に
キ
ャ
ビ
ン
が
点
在

し
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
こ
れ

以
上
の
好
条
件
は
無
い
と
思
い
ま

し
た
。
規
則
正
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ム
、

ボ
ー
ト
、
水
泳
、
ま
た
は
班
（
キ

ャ
ビ
ン
）
対
抗
の
仮
装
行
列
な

ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
全

く
な
い
内
容
に
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
で

し
た
。
ま
た
、
「
懲
罰
」
と
呼
ば

れ
る
罰
ゲ
ー
ム
、
爆
笑
連
続
の
珍

喜
劇
、
真
夜
中
に
突
如
と
し
て
襲

松沼 信市さん

Ｅ
Ｓ（
英
語
学
校
）
交
友
会

東京ＹＭＣＡ
ＥＳ交友会代表幹事

来
す
る
ス
ト
ー
ム
な
ど
、
初
参
加

の
私
に
と
っ
て
は
未
経
験
の
数
々

に
た
だ
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ

ー
た
ち
（
先
輩
）
の
指
導
並
び
に

作
為
に
よ
る
も
の
で
、
キ
ャ
ン
パ

ー
は
拍
手
喝
采
大
満
足
の
様
子
で

し
た
。

そ
こ
に
は
、
今
、
日
本
中
が
見

失
っ
て
い
る
物
や
、
心
に
残
る
温

か
さ
が
間
違
い
な
く
現
在
に
至
る

ま
で
継
続
し
て
い
る
の
だ
と
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。
英
語
専
門
学
校

Ｏ
Ｂ
た
ち
は
、
こ
の
経
験
を
今
も

大
切
に
し
て
お
り
、
昨
年
も
ボ
ー

ト
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
山
中
湖
の

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
な
お
心
に
生
き
る
体
験

山
中
湖
を
想
う
卒
業
生
た
ち

菰渕 光彦さん

東
京
サ
ン
ラ
イ
ズ
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

施
設
整
備
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

東
京
サ
ン
ラ
イ
ズ
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
は
１
９
９
０
年
５
月
、
山
中
湖
セ

ン
タ
ー
で
１
泊
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
キ

ャ
ン
プ
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
25

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
91
年
か
ら
は

「
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
」
を
開
始
、
環
境
整
備
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ゲ
ー
ト
作
り
を
始
め
、
グ
リ
ー
ン

チ
ャ
ペ
ル
設
営
、
ス
モ
ー
ク
ハ
ウ
ス
作

成
、
キ
ャ
ビ
ン
室
内
整
備
・
外
壁
塗

装
、
桜
の
植
樹
、
看
板
設
置
、
か
ま
ど

作
成
、
芝
の
苗
植
え
、
キ
ャ
ビ
ン
前
の

山
中
湖
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
山
中
家
族
キ
ャ
ン
プ
を
支
え
る

１
９
５
０
年
の
原
さ
ん
一
家
。
右
か
ら
直
治

郎
さ
ん
、
博
直
さ
ん
、
直
義
さ
ん
、
由
子
さ
ん

山
中
湖
キ
ャ
ン
プ
に
感
謝
し
て
、
60
年
余
り
交
流
を
続
け
る

ト
ー
テ
ム
グ
ル
ー
プ

私
は
１
９
５
９
年
か
ら
数
年

間
、
家
族
キ
ャ
ン
プ
の
担
当
主

事
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
、
そ
の

後
１
９
８
１
年
か
ら
４
年
間
、

駐
在
職
員
と
し
て
山
中
湖
キ
ャ

ン
プ
場
に
赴
任
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
り
良
い

経
験
で
し
た
。

中
で
も
「
ト
ー
テ
ム
グ
ル
ー

プ
」
は
、
毎
年
春
と
秋
の
２

回
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
塗
装

修
理
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
キ
ャ
ン
プ

に
育
ま
れ
た
者
・
キ
ャ
ン
プ
を

よ
り
良
く
し
よ
う
と
す
る
者
の

齋藤 昭七さん東京ＹＭＣＡ元職員

集
い
」
と
し
て
戦
争
直
後
の

１
９
４
９
年
に
作
ら
れ
、
キ

ャ
ン
プ
で
芽
生
え
た
友
情
を

深
め
る
た
め
、
毎
月
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
読
書
会
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
年
に
２
～
３
回
会
合
が
あ

り
、
私
も
今
日
ま
で
多
く
の

方
々
と
お
交
わ
り
を
で
き
ま

し
た
こ
と
感
謝
で
す
。

２
０
０
３
年
（
平
成
15

年
）
に
は
、
老
朽
化
し
た
第
２
代

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
、
何
時
ま
で

も
我
々
の
心
に
残
る
よ
う
願
っ
て

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
燃
や
し
ま
し

た
。
併
せ
て
第
３
代
ト
ー
テ
ム
ポ

ー
ル
の
修
理･

塗
装
も
し
ま
し
た

（
写
真
）
。

今
後
も
山
中
湖
に
、
多
く
の
方

々
が
集
う
こ
と
の
で
き
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

青山 南海男さん
な み お

人を育てる施設として 山中湖センター90周年

山中湖音楽村
村長

⇒
第
３
代
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
修
理

・
塗
装
作
業
の
様
子

敷
石
補
修
・
手
す
り
掛
け
替
え
な
ど
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
に
は
、

広
島
や
京
都
な
ど
他
の
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
も
合
流
し
、
交
流
を
深
め
る
場

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
92
年
か
ら
は
、
教
会
の
な
い
山

中
湖
地
域
の
小
学
生
に
向
け
て
〝
ク
リ

ス
マ
ス
は
何
の
日
な
の
か
〟
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ビ
ン
ゴ
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

喜
ば
れ
、
５
年
前
か
ら
は
富
士
五
湖
ク

ラ
ブ
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
を
演
じ
始
め
ま
し
た
。

今
年
は
空
き
缶
プ
ル
ト
ッ
プ
収
集
に

よ
り
得
た
車
椅
子
を
寄
付
し
ま
す
。
山

中
湖
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
多
く
の
方

に
、
心
に
残
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
環
境
整
備
サ
ポ
ー
ト
を

東
京
サ
ン
ラ
イ
ズ
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
支
援
活
動
の
中
核
と
し

て
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

東京サンライズワ
イズメンズクラブ

＝1面より

音
を
愛
す
る
仲
間
が
集
う
「
山
中
湖
音
楽
村
」
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６
月
８
日
（
土
）
～
９
日

（
日
）
、
花
巻
温
泉
・
ホ
テ
ル

千
秋
閣
で
、
『
第
16
回

ワ
イ

ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
東
日
本
区
大

会
』
が
開
催
さ
れ
、
４
６
０
人

余
り
が
参
加
し
た
。
も
り
お
か

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス

ト
及
び
、
仙
台
、
仙
台
青
葉

城
、
仙
台
広
瀬
川
、
北
東
部
の

各
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
、
駒
田
勝

彦
東
日
本
区
理
事
年
度
を
飾
る

大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
、
「
わ
す
れ
て
た
ま

る
か

３
．
11

あ
の
時
の
絆

を
」
を
テ
ー
マ
に
、
開
催
地
岩

手
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
大
会

と
な
っ
た
。
特
に
、
記
念
講
演

で
は
「
震
災
か
ら
復
興
へ
」
と

題
し
、
陸
前
高
田
市
長
の
戸
羽

太
氏
が
、
奥
様
を
失
い
、
幼
い

２
人
の
息
子
さ
ん
の
父
親
と
し

て
、
市
長
と
し
て
、
毅
然
と
復

興
へ
立
ち
向
か
わ
れ
る
ご
様
子

に
感
動
を
い
た
だ
い
た
。

大
会
後
、
陸
前
高
田
、
気
仙

沼
と
各
被
災
地
を
訪
問
し
、
震

災
か
ら
丸
2
年
が
経
過
し
て
も

な
お
残
る
津
波
の
爪
痕
を
目
の

当
た
り
に
し
た
。
た
っ
た
一
本

残
っ
た
奇
跡
の
一
本
松
に
は
、

命
の
象
徴
で
あ
る
と
共
に
希
望

を
与
え
る
存
在
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
改
め
て
認
識
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

（
東
京
世
田
谷
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

小
原
武
夫
）

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
日
本
区
大
会

岩
手
で
開
催

「
第
16
回
会
員
芸
術
祭
」
が

6
月
17
日
か
ら
22
日
に
開
催
さ

れ
、
会
員
や
関
係
者
な
ど
44
人

か
ら
計
60
の
作
品
が
出
展
さ
れ

た
。
会
場
は
東
陽
町
セ
ン
タ
ー

１
階
の
多
目
的
室
。
昨
年
の
内

装
工
事
で
ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ

た
会
場
で
、
多
く
の
来
館
者
が

足
を
止
め
て
、
絵
画
、
書
画
、

写
真
、
陶
芸
、
手
芸
、
彫
刻
な

ど
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
と
の

出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
た
。

会
期
に
先
駆
け
て
催
さ
れ
た

6
月
15
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ニ

第
16
回
会
員
芸
術
祭

力
作
60
点

東
陽
町
を
彩
る

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
出
展

者
の
う
ち
希
望
者
に
は
菅
谷
功

先
生
（
新
槐
樹
社
会
員
）
か
ら

の
講
評
が
あ
り
、
ま
た
ア
ー
ト

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
文
屋
信
男
さ

ん
に
よ
る
絵
画
に
ま
つ
わ
る
興

味
深
い
講
演
を
お
聞
き
す
る
な

ど
、
参
加
者
同
士
の
良
い
交
流

の
場
と
な
っ
た
。

会
期
中
の
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
在
京
各
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い

「
私
は
皇
帝
に
な
り
た
く

な
い
、
支
配
す
る
よ
り
も
人

び
と
を
助
け
た
い
、
ユ
ダ
ヤ

人
も
黒
人
も
白
人
も
、
人
類

と
は
お
互
い
助
け
あ
う
も

の
、
他
人
の
不
幸
よ
り
も
幸

福
を
望
み
、
憎
し
み
合
う
べ

き
で
は
な
い
、
地
球
に
は
全

人
類
を
包
む
豊
か
さ
が
あ

る
、
（
中
略
）
人
を
愛
す
る

こ
と
を
知
ろ
う
、
愛
が
あ
れ

ば
憎
し
み
は
生
ま
れ
な
い
、

兵
士
よ
自
由
の
た
め
に
戦
う

の
だ
、
神
の
王
国
は
人
間
の

中
に
あ
る
、
君
の
中
に
も
人

々
の
中
に
も
、
す
べ
て
を
創

造
す
る
力
は
君
達
の
中
に
あ

る
の
だ
、
自
由
で
希
望
に
満

ち
た
世
界
を
、
民
主
主
義
の

名
の
下
に
一
つ
に
団
結
し
よ

う
、
新
し
い
世
界
の
為
に
戦

お
う
（
後
略
）
」
映
画
『
独

裁
者
』
よ
り
。
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
の
映
画
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に

成
り
す
ま
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
の

床
屋
が
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
行

う
演
説
で
す
。
こ
の
映
画
は

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
独
裁
時
代
ま

さ
に
そ
の
絶
頂
期
に
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
も
8
月
15
日
を
迎
え

ま
す
。
戦
後
68
年
、
日
本
は

平
和
憲
法
の
存
在
に
よ
り
戦

争
で
他
国
を
脅
か
す
こ
と
な

く
平
和
を
守
り
、
世
界
か
ら

「
尊
敬
さ
れ
る
国
」
に
な
り

ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

の
悲
惨
さ
を
も
と
に
平
和
憲

法
が
創
り
出
さ
れ
た
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
近

隣
諸
国
を
仮
想
敵
国
に
仕
立

て
上
げ
て
、
そ
の
敵
か
ら
家

族
を
守
る
と
い
う
名
目
に
て

武
力
で
国
を
守
る
と
い
う
発

想
は
、
武
力
と
憎
し
み
の
連

鎖
を
生
む
だ
け
で
す
。
国
防

軍
ま
で
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。
戦
争
を
で
き
る
国
へ
向

か
っ
て
い
る
と
危
惧
し
ま

す
。戦

争
の
記
憶
を
持
た
な
い

世
代
が
圧
倒
的
に
増
え
て
き

た
今
こ
そ
、
日
本
は
も
っ
と

レ
ベ
ル
の
高
い
権
威
に
よ
っ

て
守
ら
れ
、
充
分
世
界
の
中

で
存
在
感
を
持
ち
、
攻
撃
を

受
け
る
国
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
共
有
し
た
い
も

の
で
す
。
改
憲
論
議
が
盛
ん

で
す
が
、
私
は
憲
法
を
変
え

る
必
要
性
を
感
じ
ま
せ
ん
。

世
界
に
誇
る
平
和
憲
法
を
守

り
た
い
と
切
に
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
先
達
が
68
年
か
け

て
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を

受
け
継
い
で
行
き
た
い
と
思

う
の
で
す
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

映
画
『
独
裁
者
』
か
ら

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

た
だ
い
た
。

会
員
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が

準
備
か
ら
撤
収
ま
で
運
営
全
般

を
担
っ
た
が
、
会
期
前
に
実
行

委
員
が
集
ま
り
展
示
ボ
ー
ド
の

ペ
ン
キ
塗
り
作
業
を
一
日
か
け

て
行
い
、
白
く
き
れ
い
に
な
っ

た
ボ
ー
ド
に
作
品
を
展
示
で
き

た
こ
と
に
も
感
謝
し
た
い
。

（
会
員
部

戸
坂
昇
子
）

石
巻
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー

支
援
先
を
訪
問

被
災
を
実
感

６
月
22
～
23
日
、
10
名
の
会
員
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
石
巻
支
援
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
被
災
地
の
現
状
に
触
れ
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
に
よ
る
支
援
活
動
の
現
場
を
見
学
し
た
。
参
加
さ
れ
た
新

澤
誠
治
氏
（
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
保
育
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の

感
想
文
（
一
部
要
約
）
を
ご
紹
介
し
た
い
。

日
和
山
公
園
か
ら
被
災
地
を

一
望
し
た
後
、
２
台
の
車
に
分

乗
し
て
各
地
を
回
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
地
を

め
ぐ
り
、
そ
の
生
命
の
痛
ま
し

さ
や
ご
遺
族
の
悲
し
み
、
「
何

故
、
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の

か
」
と
思
う
等
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
保
育
に
か
か
わ
る
者
と

し
て
、
非
常
時
の
と
っ
さ
の
決

断
と
事
前
の
心
構
え
の
必
要
性

を
通
感
し
ま
し
た
。

鎮
魂
と
復
興
の
決
意
が
込
め

ら
れ
た
「
が
ん
ば
ろ
う
石
巻
」

の
看
板
の
前
に
は
花
と
線
香
が

供
え
ら
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
津
波
の

光
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
合

掌
し
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
痛

み
の
体
験
に
、
全
身
が
縛
ら
れ

る
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

女
川
町
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

に
寄
っ
た
時
の
こ
と
で
す
、
少

女
２
人
が
職
員
の
伊
藤
さ
ん
に

嬉
し
そ
う
に
走
り
寄
り
、
す
が

り
つ
い
て
き
ま
し
た
。
彼
が

「
も
う
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
言
っ
て
も
な
か
な
か
離
れ
よ

う
し
ま
せ
ん
。
そ
の
姿
を
見
て

い
て
、
こ
の
子
た
ち
は
心
に
ス

ト
レ
ス
を
た
め
て
、
そ
れ
が
甘

え
の
形
で
出
て
い
る
の
だ
な
と

思
う
と
同
時
に
、
伊
藤
さ
ん
を

は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が

し
て
き
た
遊
び
広
場
が
、
ど
ん

な
に
子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま
れ

て
い
た
か
を
感
じ
ま
し
た

仮
設
住
宅
の
渡
波
第
２
団
地

に
も
行
き
ま
し
た
。
私
は
内

心
、
部
外
者
が
た
ま
た
ま
訪
ね

て
話
を
聞
く
の
は
失
礼
で
な
い

か
と
躊
躇
し
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
杞
憂
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に

皆
さ
ん
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

９
人
の
方
が
、
被
災
直
後
の

写
真
を
見
な
が
ら
、
「
津
波
は

ま
る
で
巨
大
な
塊
と
な
っ
て
、

ゴ
ー
と
す
さ
ま
じ
い
音
を
立
て

て
襲
っ
て
き
た
」
こ
と
や
「
避

難
し
た
時
は
と
に
か
く
寒
か
っ

た
。
ひ
も
じ
か
っ
た
」
等
を
口

々
に
臨
場
感
を
も
っ
て
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
懇
談
の
最
後

に
白
髪
の
婦
人
が
、
「
こ
れ
か

ら
は
自
分
た
ち
の
意
志
で
生
活

を
切
り
開
い
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
固
い
決
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
励
ま
す
気
持
ち
で

参
加
し
た
も
の
の
、
反
対
に
励

ま
さ
れ
る
思
い
で
し
た
。

帰
り
際
、
自
治
会
長
さ
ん
に

私
が
「
こ
ん
な
に
温
か
く
歓
迎

し
て
く
だ
さ
り
恐
縮
し
ま
し

た
」
と
言
う
と
、
「
い
い
え
私

た
ち
こ
そ
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
方

か
ら
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
励
ま

し
を
受
け
た
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
人
た
ち
の
深
刻
な

体
験
は
今
も
続
い
て
い
る
こ
と

を
印
象
付
け
ら
れ
る
と
共
に
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
支
援
活
動
の
意

味
を
実
感
し
、
こ
れ
か
ら
私
の

で
き
る
方
法
で
、
も
っ
と
支
援

活
動
に
積
極
的
に
加
わ
っ
て
い

か
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。

リーダーと一緒 だから楽しい

６
月
29
日
（
土
）
、
福
島
県

郡
山
市
の
「
郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学

園
」
を
会
場
に
、
屋
内
子
ど
も

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
子
ど

も
39
名
を
含
む
約
70
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
郡
山
で
の
屋
内
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
２
月
に
引
き
続
き

今
回
で
2
回
目
と
な
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
名
称
を
「
わ
い
わ
い

キ
ッ
ズ
ｉ
ｎ
郡
山
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
元

気
に
、
楽
し
く
身
体
を
動
か
せ

る
時
間
と
し
た
い
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
半
は
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
全
体
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
指
導
し
て
緊
張

を
解
き
ほ
ぐ
し
、
後
半
は
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
や
長
縄
、
前
回
も
人

気
だ
っ
た
ガ
ガ
な
ど
子
ど
も
た

ち
が
遊
び
を
選
択
す
る
時
間
と

し
ま
し
た
。
今
回
は
新
た
に
ア

ヒ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
も
紹
介
し
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
も
な
お
屋
外
で
の
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
中
、
参
加
者

か
ら
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
が
あ
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
屋
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

貴
重
」
と
の
声
を
い
た
だ
き
、

今
後
定
期
的
な
開
催
を
視
野
に

い
れ
て
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

（
会
員
事
務
局

村
上
祐
介
）

ヨ
ハ
ン
さ
ん

来
日

石
巻
も
訪
問
、
ユ
ー
ス
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
意
欲

６
月
18
日
、
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
同
盟
総
主
事
ヨ
ハ
ン
・
ヴ

ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
エ
ル
ト
ヴ
ィ

ク
氏
夫
妻
が
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

を
訪
問
さ
れ
た
。
６
月
15
日

～
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日

本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
協
議
会
」

に
招
か
れ
講
演
を
行
い
、
そ

の
後
、
ロ
ー
カ
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

訪
問
を
希
望
さ
れ
、
実
現
と

な
っ
た
。
ヨ
ハ
ン
総
主
事

は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
出
身
の
ル

ー
テ
ル
教
会
牧
師
で
あ
る

が
、
１
９
８
６
年
よ
り
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
前

任
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

同
盟
総
主
事
で
あ
り
、
ベ
ル

リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
再
建
に
尽
力

さ
れ
た
。

東
京
で
は
、
東
陽
町
セ
ン
タ

ー
、
グ
ラ
ン
チ
ャ
東
雲
、
そ
し

て
、
し
の
の
め
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
こ
ど

も
園
を
訪
問
さ
れ
、
チ
ャ
イ
ル

ド
ケ
ア
が
多
彩
に
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
多
い
に
感
心
さ
れ
、

児
童
・
高
齢
者
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
仙
台
、
石
巻
に
も

足
を
伸
ば
さ
れ
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
石

巻
支
援
セ
ン
タ
ー
も
訪
問
さ
れ

た
。
今
な
お
継
続
さ
れ
る
支
援

活
動
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ

と
に
、
常
駐
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ス
タ
ッ
フ
伊
藤
氏
へ
も
励
ま
し

の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
い
う
国
自
体

大
国
に
翻
弄
さ
れ
た
歴
史
を
持

ち
、
平
和
維
持
の
大
切
さ
を
し

み
じ
み
感
じ
、
外
交
的
な
努
力

を
常
に
行
う
姿
勢
が
染
み
付
い

て
い
る
と
の
こ
と
。
同
盟
総
主

事
と
し
て
特
に
ユ
ー
ス
・
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
力
を
注
い
で

行
き
た
い
と
抱
負
を
語
ら
れ

た
。

（
本
部
事
務
局

本
田
真
也
）

支
援
の
必
要

あ
ら
た
め
て
実
感

新
澤

誠
治

女川町での被災現場を視察する会員たち

↑東陽町センター１階
の会場はガラス張で、
多くの来場者の目を引
いた。

「
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ

in

郡
山
」

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

↑展示パネルを塗りなおす
委員たち。

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟

総
主
事

ヨ
ハ
ン
さ
ん
ご
夫
妻
と
、
廣
田

光
司
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
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